
公認心理師となるために必要な科目 国際基督教大学大学院の該当科目

精神医学特論

精神医学特論Ⅰ

精神医学特論Ⅱ

神経心理学

臨床薬理学特論

「こころと脳」プロセミナー、「こころと脳」セミナー

障害者心理学特論

発達心理学プロセミナー、発達心理学セミナー

発達の諸問題

臨床発達心理学

臨床心理学特論Ⅱ（活動療法・集団療法）

学校臨床心理学特論

教育社会心理学

発達心理学プロセミナー、発達心理学セミナー

発達の諸問題

臨床発達心理学

臨床心理面接特論 I （ガイダンス・カウンセリング）

4 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 対応科目なし

5 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 組織開発の心理学（＊）

臨床心理査定演習Ⅰ（面接査定）

臨床心理査定演習Ⅱ（心理検査）

投影法特論

臨床心理学特論Ⅰ（心理療法理論）

臨床心理学特論Ⅱ（活動療法・集団療法）

臨床心理面接特論Ⅱ（心理療法技法）

心理療法特論

8
家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論
と実践

家族心理学特論

9 心の健康教育に関する理論と実践 臨床心理面接特論Ⅰ（ガイダンス・カウンセリング）

臨床心理基礎実習

臨床心理実習

（注１）Ⅰ（1～5）については1を含む3科目以上を履修する。

（注2）Ⅱ（6～9）については2科目以上を履修する。

（＊）教養学部科目（大学院在学時に修了要件として履修した場合に限る）

【お問合せ】
国際基督教大学学務部大学院事務グループ
電話 0422-33-3232　E-mail gsg@icu.ac.jp

（注3）Ⅲ（10）については、必ず履修する。ただし、施設の分野及び時間数を問わない。

（注4）一つの必要な科目に対応している開講科目を、他の必要な科目に対する科目として記入することはできない。

2科目以上

必須

Ⅱ

6 心理的アセスメントに関する理論と実践

7 心理支援に関する理論と実践

公認心理師試験の受験に必要な科目の読み替え表

2001年以前のカリキュラムは対応しておりませんので、公認心理師試験を受験する場合は、現任者講習会の受講が必要になります。
指定科目、要件を満たしていない方が公認心理師試験を受験する場合には、現任者講習会の受講が必要になります。

[修正]2018年5月9日

Ⅲ 10 心理実践実習（450時間以上）

福祉分野に関する理論と支援の展開

Ⅰ
1 を含む

3科目以上

1 保健医療分野に関する理論と支援の展開

2

3 教育分野に関する理論と支援の展開


	読み替え表

